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今年も子どもたちはよく頑張りました。・・・大接戦だった運動会 

 最後の最後まで大接戦の運動会でした。得点差はわずかに３点

の７０７対７１０ですので、どちらが勝っても負けてもおかしく

ない白熱の運動会だったとも言えます。 

 「熱中、集中、夢中」のキーワードを持って、子どもたちはよ

く頑張ってくれました。保護者の皆様の万全の諸準備と中高生の

きびきびとした係の仕事のおかげで、運動会も円滑に予定通りの

時間内で終えることが出来ました。ありがとうございました。 

 また、紅組、白組の応援団のリーダーシップにより昨年度以上

に、それぞれの組の団結力が応援する姿や競技の

姿に反映していたと感じた今年の運動会でした。 

 来賓挨拶や応援合戦審査、幼稚部の踊りにもご

参加いただいた総領事 寺岡敬様をはじめとする

多くのご来賓の皆様に心より感謝申し上げます。 

  

 

 

 

 

 

 

心に残ったことをいくつか紹介します。 

質の高い応援団

の演技 

昨年度から演技時間を５分以内としています。それだけに企画力や構成力、表現力

等が求められます。そのことを踏まえた躍動感、スピード感にあふれ、団員の特技な

どをフルに生かした応援になってきています。両団とも素晴らしかったですね。 

組を意識した

応援の姿 

運動会は、楽しい行事であり、集団行動や集団の一員としての言動を学習する場、

機会でもあります。所属する喜びや一緒になって応援する姿を大きな声援やタスキ文

字などで見ることが出来たことは、嬉しい限りです。 

みんなでつく

る運動会 

 

 運動会担当の保護者の皆様方の諸準備、係活動の中高生の活躍、そして、参観保護

者等のご協力が素晴らしかったと思います。特に、アナウンスにしたがって快くご協

力をいただき、立ったままの撮影が少ない「みんなでつくる運動会」となりました。 

２０１９．７．１３ 

(令和元年)     

第１９－１３号 

文責 校長 信國 寿敏 

わ か ば 

教育目標 「帰国後、日本の教育に円滑に適応できるよう、日本の学校における学習指導要

領に沿った国語、算数(数学)の学力の維持、併せて生活・生徒指導を行う。」 

重点目標   一人一人が輝く教育 ～期待登校・満足下校～(2年次) 

開会の言葉  小６ 髙山 芹奈 さん 

来賓挨拶   総領事 寺岡 敬 様 

選手宣誓   小１ 税所 侑大 さん 

       小１ 杉上 けいら さん 

閉会の言葉  中３ 加藤 大雅 さん 

準備、整理体操   高等部生徒一同 

エール交換等    赤組、白組の応援団 
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児童生徒の作品紹介 Ⅷ 
 今回は、１年生の「えにっ

き」、６年生の「本と私」からの

作文をご紹介しします。 

校長 信國 寿敏 

１ねん おおさこ ゆう １ねん はせがわ みお 

１ねん ひろた まこ １ねん うえるず りゅう 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ねん  かたやま ともき 

 

 カフェテリアのテーブルが変わったことが

分かる細やかな観察力のある絵、逃げ惑うよ

うな動きを感じる鬼ごっこの絵などがあり、

とっても楽しい「えにっき」ですね。 

 多くの友達との遊びや楽しみなお弁当のこ

とが書かれた「えにっき」は、読んでいてと

っても心が和みます。 

昨年度も書きましたが、たどたどしい文字

も今のうちです。日毎に形も大きさも整った

字を書くようになってきます。保護者として

は、成長の記録として残しておきたい１枚の

「えにっき」となる事でしょう。将来もう一

度見る機会があるとして、親からのコメント

を添えておくとよいと思います。お子様にと

っても、自分自身の成長を振り返る一枚とも

なります。懐かしむことでしょうね。 
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私
は
、
ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
が
大
好
き
だ
。
そ
の
中
で
も
一
番
心
に
残
っ
て
い
る
本
は
、
コ
ナ

ン
・
ド
イ
ル
作
の
名
探
偵
ホ
ー
ム
ズ
シ
リ
ー
ズ
、「
悪
魔
の
足
」
だ
。
こ
れ
ま
で
に
た
く
さ
ん
の
シ

リ
ー
ズ
を
読
ん
で
き
た
が
、
こ
の
本
は
私
の
一
番
の
お
気
に
入
り
だ
。 

 

友
人
ワ
ト
ソ
ン
と
と
も
に
休
暇
を
過
ご
し
て
い
た
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
の
も
と
に
、
兄

弟
の
様
子
が
突
然
お
か
し
く
な
り
、
妹
が
変
死
を
と
げ
た
と
言
う
お
そ
ろ
し
い
事
件
が
持
ち
込
ま

れ
る
話
だ
。
「
悪
魔
の
し
わ
ざ
だ
」
と
騒
い
で
い
る
と
、
ま
た
同
じ
よ
う
な
殺
人
事
件
が
起
こ
る
。

最
後
に
ホ
ー
ム
ズ
が
「
悪
魔
の
足
の
根
」
と
い
う
薬
剤
を
使
っ
て
殺
人
を
お
か
し
た
と
推
理
し
、

犯
人
も
分
か
っ
た
。 

 

私
が
一
番
心
に
残
っ
た
場
面
は
、
ホ
ー
ム
ズ
と
ワ
ト
ソ
ン
が
悪
魔
の
足
の
根
を
試
し
た
命
が
け

の
実
験
を
し
た
と
こ
ろ
だ
。
ま
る
で
私
が
そ
の
光
景
を
見
て
い
た
よ
う
で
、
は
ら
は
ら
し
、
読
む

手
が
と
め
ら
れ
な
か
っ
た
。 

 

こ
の
本
を
読
む
と
、
ホ
ー
ム
ズ
や
そ
の
仲
間
た
ち
が
ロ
ン
ド
ン
へ
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
る
。
探

偵
に
あ
こ
が
れ
て
い
る
私
に
と
っ
て
、
「
悪
魔
の
足
」
は
自
分
を
別
世
界
へ
運
ん
で
く
れ
る
、
お
気

に
入
り
の
本
だ
。 

 

 

私
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一
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あ
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こ
ろ
」 
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私
の
心
の
中
に
残
っ
て
い
る
本
は
、
さ
く
ら
も
も
こ
さ
ん
の
「
あ
の
こ
ろ
」
で
す
。
い
け
な
い

こ
と
が
あ
っ
た
時
、
悲
し
い
時
、
こ
の
本
を
思
い
出
し
た
ら
少
し
気
持
ち
が
は
れ
る
気
が
し
ま

す
。 

 

「
あ
の
こ
ろ
」
は
、
さ
く
ら
も
も
こ
さ
ん
が
小
学
生
の
こ
ろ
の
お
話
で
す
。
も
も
こ
さ
ん
が
、

「
ま
る
子
」
だ
っ
た
時
の
お
話
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

 

こ
の
本
で
、
私
の
心
に
残
っ
た
の
が
、
「
き
ょ
う
だ
い
ゲ
ン
カ
の
話
」
の
場
面
で
す
。
な
ぜ
な

ら
、
私
も
弟
が
い
て
、
よ
く
け
ん
か
を
す
る
か
ら
で
す
。
こ
の
場
面
に
も
も
も
こ
さ
ん
の
日
常
げ

ん
か
が
書
か
れ
て
い
て
、
け
ん
か
の
理
由
や
、
け
ん
か
の
内
容
で
す
ご
く
共
感
し
ま
し
た
。
私
と

弟
は
小
さ
い
こ
と
で
す
ぐ
け
ん
か
し
ま
す
。
こ
ん
な
こ
と
で
け
ん
か
す
る
の
は
私
た
ち
だ
け
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
け
れ
ど
、
こ
の
場
面
を
読
ん
で
、
「
私
た
ち
だ
け
で
は
な
い
ん
だ
」
と
、
思

い
、
ち
ょ
っ
と
安
心
し
ま
し
た
。 

 

笑
い
た
い
時
、
ち
ょ
っ
と
で
も
笑
顔
に
な
り
た
い
時
、
こ
の
本
を
読
む
と
気
持
ち
が
は
れ
る
の

で
、
こ
の
本
は
私
の
心
の
中
に
い
つ
ま
で
も
、
残
っ
て
い
る
の
で
す
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６年生、社会科見学に行ってきました。・・・ヤマサ醤油様、サンクゼール様(６月２５日) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校長授業参観・・・４－２ サムラ― 久美子学級 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校長授業参観・・・４－２ サムラー 久美子学級 

 

 

 

 

 

 

 

社会科見学は、まさに、視覚、聴覚、嗅覚、味覚、触覚

を使った「五感を使った学習」です。久保信人教育委員長

から訪問先２社の概略説明の後、出発しました。 

ヤマサ醤油様近くの交差点に来ると、私たち日本人の食

文化の根底にある醤油の香りがうっすらと漂ってきて、味

覚を揺さぶられるようでした。アイスクリームに醤油をか

けた試食は、誰もが「どうかな？」のドキドキものでした

がおかわりをしたいくらいの美味しさでした。【写真 上】 

午後のサンクゼール様では、オレゴンの新鮮な野菜や果

物をふんだんに使ったスムージーなどの多くの製品の生

産、販売や景色のよい丘陵地を生かした場所でのレストラ

ン運営など、１次産業、２次産業、３次産業を一体化した

「６次産業」を展開されていました。【下 飲む酢の試飲】 

ヤマサ醤油様、サンクゼール様、子どもたちの見学に快

くご協力いただき、誠にありがとうございました。    

国語科学習 「自分の考えを伝えるには」 

 この学習では、話題を確かめて、自分の考えを決め、理

由やそれに関係する事例を書き出すことにあります。 

 文の組み立てが異なる意見文を聞いて、どれが分かり易

いかを考えた後、自分の立場を(山に行きたいか、海に行

きたいか)決め、立場の理由を付箋紙に書き模造紙に貼る

活動がありました。 

写真の様に、先生はそれぞれの理由を KJ 法[※類似の集

約化、統合化]で分類する過程の中で、子どもたちが共感

したり、考え方の視点を広げたり、考えが定まらない子の

参考にさせたりする場を設けていました。    【上】 

そして、同じ立場のグループで事例を交流しあいなが

ら、事例を３つ以上書くことが出来るように仕組んであり

ました。実に質の高い授業展開だと思いました。 【下】 

 

 探偵本の王道と言えるシャーロック・ホームズの世界に魅了された様子がよく伝わってきます。時

間を惜しまずに読みふけったのでしょうね。また、実生活から感じていたことを本と照らしあわせ

て、納得していく様子もよく伝わりました。兄弟げんかの多くは、ささいな事が原因ですよね。 

今回は、６年生二人の作品を紹介しましたが、次号では、もう二人の作品と、中学２年生の「枕草

子」を学んでの「自分の草子」をご紹介できればと考えています。 

【社会見学レポートから】 

〇ぼくは、初めてしょうゆ工場へ行き、とてもおもしろかったです。びっくりするほどおいしかった

のは、さとうの入ったしょうゆをアイスクリームにかけた事です。生まれて初めての食べ方でし

た。本当においしかったです！。                       ６年 大西 海 

〇工場見学では、飲む酢という商品ラベルがはられているところを見学しました。すごい速さで機械

が回っていておもしろかったです。品質管理をしている部屋にも行きました。そこには、大きな冷

ぞう庫のような機械があり、その中で小さな生き物を調べていると聞きました。  ６年 太田 野乃 


